
第21回佐賀県総合教育会議
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＜意見交換＞
大規模校と小規模校について

議 題

＜テーマ＞

◎大規模校と小規模校について

・学校規模は、教育活動や特色ある学校づくり
に影響を与える要素の一つ

・大規模校と小規模校の現状を共有した上で、
それぞれの環境を生かした子ども達の教育に
ついて意見交換

意見交換
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県内の小学校の規模
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県内の小学校数（児童数別）
（小学校155校 義務教育学校６校）

県内の小学校の規模
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１クラス未満
（複式学級）, 8校, 

5%

１クラス, 80校, 
50%

２クラス, 39校, 
24%

３クラス, 22校, 
14%

４クラス以上, 12校, 
7%

第１学年のクラス数
（小学校155校 義務教育学校６校）

全体の約半分
が１クラス以下



具体的な学校規模のモデル
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Ａ小学校（小規模校） Ｂ小学校（小規模校） Ｃ小学校（大規模校）

クラス数 1学年1クラス 1学年1クラス 1学年４クラス

1クラスの人数 10人 30人 35人

職員数（校長、教頭、
養護、事務を含む）

12人 12人 42人

児童数 60人 180人 840人

職員一人当た
りの児童数

5人 15人 20人

※小中学校の職
員数は学級数に
応じて決定する。
（高校は生徒数）

小規模校と大規模校のメリット
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小規模校 大規模校

学習 ・一人一人に職員の目が行き渡り、
個に応じたきめ細かな指導がしやす
い。
（１クラス当たりの児童数が少ない
ほどその傾向が強まる。）
・児童が意見や感想を発表できる等、
個別の活動の機会を設定しやすい。

・大人数の中で、多様な物の見方や
考え方、表現の仕方にふれることが
できる。
・個人やグループで課題解決をする
学習では、個人やグループの数に応
じて、複数の課題を設定することが
できる。

人との
関わり

・児童相互や児童と職員の一体感が
生まれやく、人間関係が深まりやす
い。
・異なる学年間の縦の交流が設定し
やすく、児童の社会性を育む活動が
行いやすい。
・一人一人の出番が多く、主役と
なって活躍する機会が多くなる。

・クラス替え等で、人間関係が固定
されにくく、幅広い人間関係を築き
やすい。
・大人数の中で切磋琢磨することで、
社会性や協調性、たくましさ等が育
まれやすい面がある。
・教員数が増えるため、様々な視点
から児童生徒と関わることができる。



小規模校と大規模校のメリット
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小規模校 大規模校

活動 ・学校の施設にゆとりがあり、広々
と使え、けが等が少ない。
・学校規模が小さいため、地域と協
力して行事を展開しやすい。

・学校行事等に活気が生じやすい。
・人数が多いため、幅広い活動を行
うことができる。

運営 ・職員数が少ないので、情報共有が
図りやすく、迅速な対応がしやすい。

・職員一人当たりの校務の役割分担
が軽減される。

小規模校での取組（唐津市立高島小学校）
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〇2021年、島留学児童受入れ開始

〇児童数８名に対し教職員数11名在籍
１人１人の子どもの状況に応じた対応
が可能

小規模を個性として生かした取組


